
生活支援コーディネーターは生活上の「困った」
や「社会貢献したい」方の相談に応じています。
住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、お手伝
いする仕事です。

お問い合わせは、高槻市社会福祉協議会まで

TEL：072-668-6680
FAX：072-661-4901

ワークショップ参加者より ちょっと一息☕

きずな
平成３１年４月

生活支援コーディネーターだより

～コーディネーターからのちょっとしたお話～

いつもワークショップに参加されている
森岡さん。
場の雰囲気を和ませて下さっています。

普段は北清水地区シニアクラブの会長を
されており、シニアクラブの加入促進の
ためのパンフレット作成に携わられたり、
会員の方に役割を持ってもらい「やりが
い」を引き出すような会の運営をされた
りしています。
今後も様々な活動に取り組みたいとの
ことで、「高齢になっても楽しめるよう
に工夫していきたい」と仰っていました。

この「きずな」では、私たち生活支援コー
ディネーターの活動報告をしています。
今回はワークショップについて取り上げま
した。北清水地区では支え合える街、活気
のある街を目指し、地域住民が話し合いを
進めています。生活支援コーディネーター
はワークショップの運営等を手伝い、皆さ
んの地域づくりの思いを形にするお手伝い
をしています。
その他、地域で活躍している人や団体、研
修の案内等、地域の皆様に届けたい情報を
掲載していきます。 （足立）

３月２３日（土）に北清水地区にてワークショップ
「北清水ふれあいネットあいあい」を開催しました。

ワークショップを開催しました

８回目のテーマは｢情報をどう見せるか｣
情報を掲示する場所・掲示する情報の中身等、
具体的に話し合っていきました。

ワークショップとは・・・
地域住民同士で生活上の困り事・耳寄り情報等
を共有し、地域をより良くするため課題解決に
向けて話し合う場です。

詳細は
裏面へ

記事の中で少しでも詳細が気になった方は、
お気軽にお問合せ下さい。
次回は６月発行予定です＊

いろんな方と話が出来るので
仲間が広がり嬉しいです。
毎回楽しんでいます。

北清水地区ワークショップに参加されて
いる森岡明男さんを紹介します。

《ワークショップの感想》

高槻市社会福祉協議会イメージキャラクター
タッピー

「きずな」発行
について



北清水ふれあいネットあいあい

情報発信について具体的な動きが出てきたよう
に感じます。次回はワークショップの準備から
住民の方と一緒に取り組んでいく予定です。
今後も皆さんの思いが形になるようなお手伝い
をしていきたいと思っています。
次回ワークショップは５月開催です。

３月２３日（土）に北清水地区にてワークショップ「北清水ふれあいネットあいあい」を
開催しました。

出た意見を参加者皆で
確認しているところです

←投票に使用したのは
手作りの「桜」のシール

投票数が多かった意見

〇情報を流してフィードバックをする方法をとる
目安箱→回答（例えば回覧板を使う）・・・１１票

〇ホームページやSNSを活用、若い世代へ発信・・・１０票

〇家に閉じこもりがちな人への情報は掲示・回覧ではなく、
一戸ずつ、一人ずつ渡す（直接話す）・・・１０票

〇子育て世代を対象とする情報発信の場・・・8票

〇文字だけでなく写真を載せる（視覚に訴えるカラー）・・・７票

〇ごみ収集場で知らせたいことを一つだけ貼る・・・７票

〇情報はクリアケースに入れて渡す・・・７票

高槻市社会福祉協議会 地域福祉課 生活支援コーディネーター

ワークショップをお住まいの地域
でもしてみたいという方、お気軽
にお問合せ下さい

～当日のプログラム～

①前回のワークショップの振り返り

②グループワーク「地域の情報をどう見せるか」

③各グループの発表と投票

④結果発表（次回の内容についての話し合いを含む）

グループワーク
｢地域の情報をどう見せるか｣

情報を掲示する場所・掲示する情報の
中身等、具体的に話し合っていきました。

各グループごとに出た意見の発表をしま
した。出た意見を一つずつ紙に書き出し、
参加者全員で「良いな」と思うものに投票
を行いました。

今後は出た意見を具体的に実行する
ための話し合いをしていく予定です

沢山の意見が出ました投票は一人
３票ずつです


